
 

 

機械部会 路盤舗装機械技術委員会 平成 27 年度活動報告 
 

○ 事業目標と事業課題 

１．環境保全：道路用機械の 2014 年排ガス規制への対応調査 

２．安全・安心：建設機械・施工に係る安全対策調査 

３．品質確保・人材育成：新技術の普及に向けた教育調査 

４．建設生産システムの変革：情報化施工機械の今後の動向調査 

５．その他 

① ホームページの更新 

② アスファルトプラントの変遷を編集 

③ 建設機械要覧 2016 年版編集作業（第 12 章、第 13 章担当） 
 
○ 活動状況 

１．環境保全：第１回総会（9/29）にて報告 

・2014 年排ガス規制対策建設機械等３社から３件 

① コマツ：2014 年排ガス規制対応 GD675-6 モータグレーダ 

② 酒井重工業㈱：2014 年排ガス規制対応マカダムローラ R2-4 

③ 範多機械㈱：2011 年基準少数特例搭乗型スクレーパ HBS-2000 

 

２．安全・安心：第２回総会（3/24）にて報告 

 ・建設機械・施工に係る安全対策 

① アスファルトフィニッシャのフューム対策 

② タイヤローラの緊急停止装置 

 

３．品質確保・人材育成：第１回総会にて報告 

 ・「社内情報化施工教育の実例」及び「情報化施工委員会 復興支援 WG の活動」 

 

４．建設生産システムの変革：第２回総会にて報告 

・情報化施工の今後の動向 

① 情報化施工保有数調査結果の報告 

② ドローンの活用 

ⅰ）ブルーイノベーション 

ⅱ）国土技術政策総合研究所 

 ・情報化施工最新機器情報 

① 次世代の情報化施工ソリューション 

② 舗装コントロールシステムの最新情報 

③ i-Construction の取り組みについて 

④ 情報化施工見学会報告 

 

http://www.jcmanet.or.jp/wp-content/uploads/2013/09/0faf356a2ee7e75f7e5c189ac845b09a.pdf
http://www.jcmanet.or.jp/wp-content/uploads/2013/09/654e4cd177a2af18a77fe655360f81b8.pdf
http://www.jcmanet.or.jp/wp-content/uploads/2013/09/c9a72d017668619cdf1b092f79d02b9f.pdf


 

 

５．その他 

①：H26 年度総会資料等を 2015 年 4 月及び 2016 年 2 月にアップロード 

  ②：分科会７回開催（4/16、6/23、8/4、10/6、11/25、1/19、2/16） 

  ③：分科会１回開催（6/25）校正作業等はメールで交換実施 

 

６．年間行事：工場見学 

・11/13 日立建機土浦工場にて見学実施、建設機械生産プロセスを見学。17 社 28 名参加。 
 





ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞGD675-6 商品紹介 


2015.9.29 路盤舗装機械技術委員会総会 







1．開発の背景 


2．商品概要 


3．製品の特徴 


4．ICT施工対応 


発表内容   







GD605A-5A (1991) GD605A-3  (1983) 


GD655-3 (2002) 


1.1 日本国内向けGD600系経歴 


GD655-3E0 (2009) 


４角ｷｬﾌﾞ、ﾘﾊﾞｰｽﾊﾟﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ 


３型より北米向
輸出開始 


国内向は2013年
販売終了 
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GD37 
(1953) 


GD600系は世界的にｸﾞﾚｰﾀﾞのﾒｲﾝ市場である3.7mｸﾗｽのｸﾞﾚｰﾀﾞ 


GD675-6  
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2013年以降、国内製の排ガス規制適合
グレーダは販売されていませんでしたが、
車両は定期的な更新が必要であり、早
急な発売再開が望まれていました。 
 
コマツでは、2012年より14年規制適合グ
レーダの開発をスタートし、本年6月より
GD675-6の販売を開始しました。 


1.2 開発の背景 
<従来機> 
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環境＆経済 


日本、ＥＰＡ、ＥＵ Tier4F規制対応 
  1) 6D107エンジン搭載  


  2) 後処理装置搭載 


  3) AdBlueタンク搭載 


  4) 油圧駆動ﾌｧﾝ付大容量ｸｰﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 


IＣＴ 
 


ﾏﾙﾁﾓﾆﾀ、KOMTRAXによる燃費管理 
 1) カラー液晶マルチモニタ採用 


 2) KOMTRAX Step５標準装備 


情報化施工対応 
 １）TOPCON装着可能車設定 


安全と快適 
 


 1）リアビュモニタ、後方監視カメラ採用 


 2）セカンダリエンジン停止SW装着 


 3) シートベルトコーション搭載 


 4)サスペンションシート等の標準装備 


KOMATＳUの『品質と信頼性』 
    に基づいたTier4Final化を実施。 


2.1 開発のコンセプト 
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土工仕様車 


ﾌﾞﾚｰﾄﾞ幅：3.7ｍ、4.0ｍ(OPT） 


雪寒仕様車（乗員１名） 


ﾌﾞﾚｰﾄﾞ幅：3.7m、4.0m(OPT）、4.3m(OPT) 


2.2 デザインとバリエーション 







7 2.3 土木仕様主要諸元比較 


●ＧＤ655-3 ●ＧＤ675-6 ●ＧＤ405A-3 


旧機種 
3.7mｸﾗｽでも世代毎に車格はアップしている 







8 
2.5 2014年規制と対応策  







2.6 走行性能 


オートモード 
・２ﾍﾟﾀﾞﾙのｲｰｼﾞｰｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 
・低速でトルコンによる粘り強さを発揮します 
・高速度段は自動変速し、回送走行時の変
速操作は不要です 


マニュアルモード 
・負荷による速度低下を防止し、作業量を  
最大限に発揮します 
・優れたｲﾝﾁﾝｸﾞ性能で従来機と同じ感覚で 
作業できます 


従来機 


F4～F8自動変速 
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3.1 コマツ独自技術デュアルモードT/M 


２ペダルオペレーション 
ﾛｯｸｱｯﾌﾟ付ﾄﾙｺﾝT/Mにより、ｵｰﾄﾓｰﾄﾞでは      
完全２ﾍﾟﾀﾞﾙ操作+自動変速のｲｰｼﾞｰｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
が可能。もちろんｲﾝﾁﾝｸﾞﾍﾟﾀﾞﾙも使用できます。 
 


エンスト防止機能 
ﾏﾆｭｱﾙﾓｰﾄﾞではﾄﾙｺﾝを利用したｴﾝｽﾄ防止機能
がｵﾍﾟﾚｰﾀをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ。安全作業にも寄与します。 


“デュアルモードT/M” 
ｽｲｯﾁ操作によりﾄﾙｺﾝATの 
「ｵｰﾄﾓｰﾄﾞ」とﾀﾞｲﾚｸﾄﾊﾟﾜｰ 
ｼﾌﾄの「ﾏﾆｭｱﾙﾓｰﾄﾞ」が 
選択可能 
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作業視界からキャブ
ピラーを無くしました 


11 3.2 視界改善 


従来機 


GD675-6 







3.3 安全性と操作性の向上 12 


リアビュモニタ、後方監視カメラ 


後方の安全性の向上 ﾘｱﾋﾞｭﾓﾆﾀ 


シートベルト未装着時に点灯 


セカンダリエンジン停止スイッチ 


エンジン停止スイッチを冗長化し安全性を向上 


シートベルトコーション 


後方監視カメラ 


ﾂｲﾝﾙｰﾑﾐﾗｰ 







3.4  
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位置履歴 


コーション履歴 


交換情報 


稼働詳細情報 


ＫＯＭＴＲＡＸ5を装備 


インターネットを通し様々な車両情報を提供します 







14 3.5 ﾏﾙﾁﾓﾆﾀの表示機能 
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・バッテリーはフード前端上部左側に、まとめ配置し、日常点検が容易です。 


・バッテリディスコネクトスイッチやバッテリリレーもこのエリアに並べて配置することで信頼性を高めています。 


 


3.6 整備性改善  


・ｻｲﾄﾞドアは大きく開口し、燃料プレフィルタは容易に確認、操作できます。 


ウォータセパレータ、   
ラジエータサブタンクは
フードを開けずに点検可
能です。 


15 
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モニタからの操作で逆転が 


出来ます。 
※逆転はPレンジ時のみ 


3.7 油圧駆動ファン  


・オーバークール防止、 
・消費馬力低減 
・騒音低減 
効果があります。 







17 3.8 充実した快適装備 


12Vソケットｘ２ 


AUX端子 


モバイルトレー 


エアコン吹き出し口 


（左右、足元、前窓、ドア、側窓） 


サスペンションシート 


ランチボックストレー 


カップホルダー 


サンシェードフィルム付 


ティンテッドリアガラス 


右側面サッシ窓 







3.9 標準装備の充実化 


従来オプションとして設定されていた機器を標準装備にしました。 
また、雪寒仕様車には 熱線付サイドミラーを新採用。 
エアコンや換気窓と合わせ作業時の良好な視界を確保します。 


ブレードフロート 
作業機レバーを押込むとフロート機能が利用できます。 
左右独立しており、除雪作業などの効率アップに効果的です 


ロック付デフ 
デフ装備により、旋回性向上はもとよりコーナー部もスムースな仕上げを実現 
もちろん重掘削時や低μ 路ではスイッチ一つでロック可能です。 


熱線付サイドミラー 
ミラー裏側に装着された熱線が氷着を防止します 
また、トンネル走行時の曇り防止にも効果的です。 
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4.1 ICT施工  
19 







4.2 ３DMCｸﾞﾚｰﾀﾞ  
20 







4.3 作業機位置の検出方式 


ブレード位置の主な検出方式 


(作業機位置を 
 3次元座標(X,Y,Z）で検出） 


3Dシステム  


2Dシステム  


ブレード位置 
の検出方式 


GNSS方式 


TS方式 


回転レーザ方式 


mmGPS 


Single-GPS 
Twin-GPS 


(ﾌﾞﾚｰﾄﾞ位置を3次元座標
(X,Y,Z）で検出） 


（ﾌﾞﾚｰﾄﾞ位置を高さ 
（Z座標）のみで検出） 


(特殊な回転レーザを使用） 


クロススロープ方式 


Dual-GPS 


（ｱﾝﾃﾅﾎﾟｰﾙ1本） 


（ｱﾝﾃﾅﾎﾟｰﾙ2本） 


超音波センサ方式 


21 







4.4 グレーダシステム装着例 ﾄﾌﾟｺﾝ mmGPS + 3DMC2 
 


ｺﾝﾄﾛｰﾗ本体 
外付無線受信機（国内用） 


Auto/Manualｽｲｯﾁ 
ﾓﾆﾀ（操作ﾊﾟﾈﾙ） mmGPSｾﾝｻ/ｱﾝﾃﾅ 


ﾒｲﾝﾌｫｰﾙｾﾝｻ ﾛｰﾃｰｼｮﾝｾﾝｻ ｽﾛｰﾌﾟｾﾝｻ IMUｾﾝｻ 


EPCﾊﾞﾙﾌﾞ 
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各機器をボルトオンで装着可能なようにマウントシート装着車を設定 







END 







QUIT P 24 PREV MENU NEXT 
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2015.09.29 
発表者：酒井重工業株式会社 


 技術開発部 森岡 


   オフロード法：2014年基準 


道路運送車両法：平成26年排出ガス規制 


マカダムローラ（仕様）  


製品名 R2-4 


車両総重量 10,100ｋｇ 


搭載エンジン 54.6kW/2200rpm 


締固め幅 2,100mm 


ロール径 1,620mm 


最高速度 16km/h 


騒音認定 超低騒音型 


路盤およびアスファルト舗装の 
締固めに使用され、平坦な仕上げ 
が可能。 


4次排ガス規制対応に関する技術 
  


   オフロード法：2014年基準 


道路運送車両法：平成26年排出ガス規制 


1）ＤＰＦ（後処理装置） 


2）コモンレール 


      （燃料噴射システム） 


3）ＥＣＵ 


（エンジンコントロールユニット） 


4）エアフロセンサー 


      （吸気流量センサー） 


従来エンジンに対する追加技術 


ＤＰＦ（Diesel particulate filter、 
     ディーゼル微粒子捕集フィルター）  


DPFをクリーンナップ（再生） 
を行なうための熱を発生させる 
酸化触媒  


粒子状物質(PM)を減少 
させるフィルタ 


DOC: (Diesel Oxidation Catalyst, ディーゼル用酸化触媒) 


～コモンレール、ＥＣＵ～  


高圧燃料 


微粒な燃料を噴射 


噴射タイミング 
をコントロール 


 コモンレールシステムは、サプライポンプで高圧にした燃料をレール(蓄圧室)内に蓄え、 
ECU制御のもとにタイミングよくインジェクタから各気筒に適切な噴射量を噴射するシステムです。 
 高い燃料噴射圧力により、燃料を微粒にしますので、燃料の粒が小さくなり中心部の燃え残りが 
なくなり粒子状物質の発生を抑えます。 


燃料を高圧化 







2015/9/29 
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～エアフロセンサー～  


エアクリーナ 


エアフロセンサー 


吸入空気量を測定し、燃料噴射量を最適化 


1） ＤＰＦ再生効率のアップ 
2） オペレータへの情報提供 


4次排ガス規制対応 
車両側の取り組み  


1） ＤＰＦ再生効率のアップ  
     ターボ近傍にＤＰＦを配置 


排気温度低下を抑制 


2） オペレータへの情報提供  


ススの堆積量を表示！ 
自動、手動要求再生をランプにて告知！ 


車両の改良  


【改良1】 エンジンルームをクリーンに！ 


新型：R2-4  


吐出 







2015/9/29 
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従来機：R2-2 新型：R2-4  


【改良2】 エアクリーナのメンテ性 


地上メンテナンス 


【改良3】 ダストカバー 


【改良4】 シガーソケット搭載 


※作業灯の増設、電子機器の電源用 


2015.09.29 


酒井重工業株式会社 








HBS-2000


搭乗式スクレーパ HBS-2000 は、路面の防水層の剥離、タイル、
カーペット、ビニール、堅木の床、ゴムシート、スポーツフローリングの
剥離に使用する機械です。
機体前部に取替え可能なスクレーパ装置、中央部に運転席、後部に
エンジンとパワーユニット駆動装置を装備しています。


操作パネル バックアイカメラ


脚部保護枠 ホイールモータシートベルト


左右前後進レバー


ヘッドレスト


吊りフック


●質量:約2,500㎏以下


●移動速度:91.5m/min（5.5Km/h）


●定格出力:37.0kW/2,700min


■HBS-2000


※生産性向上設備投資促進税制の対象機種です


施工現場







HBS-2000 150818


-1


㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
㈹


〒175-0091 東京都板橋区三園1丁目50番15号東京営業所 （03）3979-4311 （03）3979-4316


大阪市西淀川区御幣島2丁目14番21号〒555-0012


札幌市西区八軒10条西12丁目2番43号〒063-0850札幌営業所 （011）633-2125 （011）633-2135


中部営業所 一宮市丹陽町九日市場字宮浦1340番地 （0586）85-8812 （0586） 85-8815〒491-0824


仙台市若林区卸町3丁目3番5号〒984-0015仙台営業所 （022）235-1571 （022）235-1419


福岡市博多区空港前１丁目９番８号〒812-0002福岡営業所 （092）611-0995 （092）611-0997


ホームページアドレス　http://www.hantak.co.jp


〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島2丁目14番21号 （06）6473-1741 （06）6472-5414大阪営業所
広島市佐伯区石内北5丁目4番4号〒733-0012中国営業所 （082）533-7445 （082）533-7446


TEL
TEL


TEL
TEL


TEL
TEL


TEL
TEL


FAX
FAX


FAX
FAX


FAX
FAX


FAX
FAX


関東サービスセンタ 〒351-0115 埼玉県和光市新倉７丁目14番２号 （048）423-8680 （048）423-8681


※本カタログの数値は設計変更、その他の理由により予告なく変更する場合があります。


※本表の単位は国際単位系によるSI単位で表示しています。


■性　能


質 量


移 動 速 度


駆 動 輪 径


ス リ ッ プ 時 圧 力


駆 動 力


約2,500㎏以下


91.5m/min（5.5Km/h）


φ457


16.5MPa（理論値）


838㎏（理論値）


HBS-2000


全 長


全 幅


全 高


約2,500㎜


約1,070㎜


約1,539㎜


●エンジン


名 称


型 式


総 排 気 量


定 格 出 力


排 出 ガ ス 規 制


クボタ V2403-CR-EAB


4サイクル水冷立形ディーゼルエンジン


2,434cc


37.0kW/2,700min


Tier4/StageⅢB


■寸法図





